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はじめに








































( 1 ) 本論文執筆に当たっては、何名かの方に資料その他の援助をいただいたが、
特に、小谷松菊夫氏及び吉見直人氏から多くの資料を提供して頂いた。心か
ら感謝申し上げる。






























































○ 4 月 22 日 午後 4時「河辺次長、有末部長 (死命を制す)」
○ 4 月 24日 午後 5時「野村、小沢」
































































この森氏の紹介で、茂徳は 5月 17 日午前 10 時高木惣吉海軍少将と外相
官邸で面談した。この日付については、戦後出版された高木惣吉『日記と
情報』の日付では 5月 16日となっているが、『手帳』の日付は 17 日であ



























○ 6 月 7 日 (後述)
○ 7 月 10 日 (後述)
○ 7 月 27 日 (後述)
構成員会合はこのころから、加瀬俊一 (外務)、松谷誠 (陸軍)、高木惣






( 2 ) 東郷茂徳『時代の一面 大戦外交の手記』(昭和 27 年 7 月改造社刊。本論
は、「中公文庫、1989年発行」による) 473〜474
( 3 ) 茂徳、470〜471
( 4 ) 茂徳、471
( 5 ) 茂徳、476〜477
( 6 ) 茂徳、471
( 7 ) 茂徳、476〜477
( 8 ) 東郷茂彦『祖父東郷茂徳の生涯』(文藝春秋社、1993年) 335〜339
( 9 ) 森元治郎『ある終戦工作』(中央公論社、1980 年) 162、166〜170







































































































































7 月 7 日(土)：鈴木総理 (『時代の一面』には、近衛公派遣について「本
人の内諾を予めとることについて総理と特に打ち合わせた」との記述があ





ば、7 月 7 日(土) 午後 2 時 50 分発で軽井沢へ出発。ところが、ここに
ちょっと予想外の事態が起きた。「8 時軽井沢着」の記述の後に「芹沢氏








7月 8日(日)：10 時から 1時 30 分まで近衛公の山荘で懇談

































































































































































































が失ったもの 風景・人間・国家』(角川ワンテーマ 21、2010 年)、152〜
155を引用しておきたい。
(32) 外務省編『終戦戦史録 3』(北洋社、1977 年)、180




















































































































(9 : 55 天皇は木戸に和平を指示)
(10 : 10 木戸、鈴木に聖旨を伝達
(42)
)
10 : 30〜1 : 30 構成員会議：東郷一条件受諾を主張、軍部は継続戦
争四条件で激論始まる (この会合の開始時間につい
ては、『時代の一面』も『手帳』も 11 時としてある











6 : 30〜10 : 00 閣議：上記の議論続き、未解決のまま閣議終わる
(45)
。
11 時頃〜約 30 分 鈴木首相と東郷、共同内奏
(46)


































































































































































が付いているべきだった」と思った時点が、7 月 12 日の電報に対するソ
連側の反応が出てきた時点だったということである。逆に言えば、それ以






































































● 6月の何れかの日 (解読電報発信日付は 6月 17 日) ベルンの海軍武
官より (情報源：フランス共産党関係筋)：ソ連が最終段階で対日戦
に参加することは十分の可能性がある。外交的には、ヤルタ協定で









































































8 時 40 分 梅津・豊田両総長拝謁して第一項、第四項については
統帥部として反対である旨奏上。
10 時 30 分頃 東郷外相、鈴木首相訪問、回答文受諾を確かめる。
11 時 05分 単独内奏 陛下より「そのまま応諾」の指示をえる。




12 時 30 分 東郷鈴木総理に、奏上につき伝達。平沼枢密院議長が
打ち合わせの最中に来訪して異論を述べる。
2時過 鈴木首相、拝謁言上する。

















6時 30 分 東郷、木戸内府を訪問、鈴木首相の再照会論について
善処方懇請。
9時 30 分 木戸、鈴木総理を説得。




















































(40) 外務省編『終戦戦史録 4』(北洋社、1977 年)、85〜86
(41) 茂徳、510。長谷川、343〜344
(42) 長谷川、344



































































































。8 月 9日午前からの構成員会合の結果 4条件受け入れに決したと
いう「あり得ない」情報を総理が木戸内府に伝えたとされていることを、











































(83) 半藤一利『聖断 昭和天皇と鈴木貫太郎』(PHP文庫 2006年)
(84) 萩原延寿『東郷茂徳――伝記と解説』(原書房、1985年) 296〜297
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